
学習成果レポートⅡ（帰国後報告） 2022 年度 2 期発 

基本情報 

学習面 

生活面 

オンライン留学（日本に滞在し、海外の授業をオンラインで受けた学生のみ回答）

留学先大学 アメリカ・ウェスタンカロライナ大学

留学制度 TESSⅡ 留学期間 1 年 学科 英米語 

留学形態 実際に渡航しての留学（現地でのオンライン授業を含む） 

履修コース 主に学部を履修（+語学科目を一部履修する場合も含む） 

授業理解度 問題なく理解できた 

学習成果 
英語が問題なく聞こえてくる。説明力がついた。現地学生と話す機会が増え、若者言葉に触れる時間が増

えた。それらを参考にあらたな語彙が増えた。 

目標達成度 達成できた 

努力したこと、効果があった勉強

方法、反省している点など 
現地学生・先生の使う言葉を、どういう意味？と聞いたり調べたりして理解して、使うようにした。 

友人関係や生活の満足度 満足 

その理由 春学期は、日本語専攻のお友達が増え、とても楽しかったです。 

中間報告からの変化 日本人の学生とかかわる機会は格段に減りました。むしろかかわっていなかったです。 

良かった点、特に配慮した点、反

省した点など 
ミールプランを 150 にするべきでした。学食をあまり利用しませんでした。

オンライン留学全般の満足度

（1 不満～5 大変満足）

現地学生との交流や文化面での

刺激の有無 

教科書購入の必要/金額 

渡航困難な状況下において、オ

ンライン留学をする意義はあると

感じるか

その理由 

後輩へアドバイス 



学習成果レポートⅡ（帰国後報告） 2022 年度 2 期発 

基本情報 

学習面 

生活面 

オンライン留学（日本に滞在し、海外の授業をオンラインで受けた学生のみ回答）

留学先大学 イギリス・キール大学

留学制度 TESSⅡ 留学期間 半年 学科 世界教養 

留学形態 実際に渡航しての留学（現地でのオンライン授業を含む） 

履修コース 主に学部を履修（+語学科目を一部履修する場合も含む） 

授業理解度 何とか理解できた 

学習成果 授業が進むにつれてリスニング力が伸びてるように感じた。 

目標達成度 おそらく達成できた（スコア/成績未入手の場合など） 

努力したこと、効果があった勉強

方法、反省している点など 

予習のリーディングの量が多く、初めはきっちり予習していたが、それだと睡眠時間があまり確保できなくなって

しまうので、重要な部分だけきちんと理解できるようにするなど効率的に勉強すると良いと感じた。 

友人関係や生活の満足度 やや満足 

その理由 なにかサークルに入ればもっと人脈を広げられたのかなと感じたから 

中間報告からの変化 現地の友達ができたこと 

良かった点、特に配慮した点、反

省した点など 
もっと自分から積極的に遊びに誘えればよかったなと思った。 

オンライン留学全般の満足度

（1 不満～5 大変満足）

現地学生との交流や文化面での

刺激の有無 

教科書購入の必要/金額 

渡航困難な状況下において、オ

ンライン留学をする意義はあると

感じるか

その理由 

後輩へアドバイス 



学習成果レポートⅡ（帰国後報告） 2022 年度 2 期発 

基本情報 

学習面 

生活面 

オンライン留学（日本に滞在し、海外の授業をオンラインで受けた学生のみ回答）

留学先大学 オーストラリア・ウェスタンシドニー大学

留学制度 TESSⅡ 留学期間 1 年 学科 現代英語 

留学形態 実際に渡航しての留学（現地でのオンライン授業を含む） 

履修コース 主に学部を履修（+語学科目を一部履修する場合も含む） 

授業理解度 何とか理解できた 

学習成果 
予習復習など主に大学のことに関してすることが多かったため、並行して進められるよう時間管理をする習慣

が身に付いた。また、意見を発信する機会が多かったため、常に自分の意見を考える習慣が身についた。 

目標達成度 おそらく達成できた（スコア/成績未入手の場合など） 

努力したこと、効果があった勉強

方法、反省している点など 

最初の頃は、大学や寮での生活を想像するのが難しく、学習や生活面での計画を立てることに苦戦してしま

った。慣れてきてからは何にどのくらいい時間をかければいいか掴めてきて時間管理をする能力が出国前より

身についた。英語能力を伸ばすために、寮や学校では積極的に交流をするよう心掛け、特に寮でのイベント

は気分関係なく全て出るようにしていた。その一方で根本的な英語能力を伸ばすために洋画などや学習本を

用いた一人での学習も忘れないようにした。 

友人関係や生活の満足度 満足 

その理由 寮や大学で多くの友達を作ることができ、特に孤独を感じることはなかったため。 

中間報告からの変化 友人との関係が深まり、より楽しむことができた。 

良かった点、特に配慮した点、反

省した点など 

自分は普段は外交的な性格ではないため、イベントの参加に気持ちが向かないこともあったが、人と交流がで

きそうな機会は逃さないようにしていた点が友人を多く作って楽しめたことに繋がった。文化の違いなどで知らな

いうちに不快に思わせてしまうことが無いよう、個人的なことに踏み込み過ぎない、また常に不快ではないかな

ど確認するようにしていた。 

オンライン留学全般の満足度

（1 不満～5 大変満足）
4 

現地学生との交流や文化面での

刺激の有無 
十分あった 

教科書購入の必要/金額 なし 

渡航困難な状況下において、オ

ンライン留学をする意義はあると

感じるか

どちらともいえない 

その理由 
自分の留学の目的は、海外の方と交流と実際に海外で生活をしてみて将来の選択肢として考えることだった

ため、その 2 点を叶えるのが難しいオンライン留学のメリットはあまり無いように感じる。 

後輩へアドバイス 

オンラインでは 2，3 週間しか授業を受けていないためあまり実用的なアドバイスは正直浮かびません。コスト

など人によってはメリットがあるかもしれませんが自分だったらもう少し時間やお金をかけてでも現地での留学す

る手段を考えます。しかしどのような環境でも、特に学習や人間関係の構築において、全力を尽くせば得られ

るものはあると思います。例え多少不便でも与えられた環境で意義を見出すことも大切だと思うので全く留学

をしないよりは挑戦してみるといいと思います。 



学習成果レポートⅡ（帰国後報告） 2022 年度 2 期発 

基本情報 

学習面 

生活面 

オンライン留学（日本に滞在し、海外の授業をオンラインで受けた学生のみ回答）

留学先大学 カナダ・ケベック大学モントリオール校

留学制度 TESSⅢ 留学期間 半年 学科 フランス語

留学形態 実際に渡航しての留学（現地でのオンライン授業を含む） 

履修コース 語学コースのみ 

授業理解度 問題なく理解できた 

学習成果 フランス語を話す時に緊張することが減ってきた。

目標達成度 おそらく達成できた（スコア/成績未入手の場合など） 

努力したこと、効果があった勉強

方法、反省している点など 
新しく覚えたことはすぐに口に出してみる。 

友人関係や生活の満足度 満足 

その理由 自分と同じレベルのフランス語学習者が多いため、お互い理解し合えて友達が作りやすかった。 

中間報告からの変化 中間報告の時は話してなかった方も話すようになった。 

良かった点、特に配慮した点、反

省した点など 

相手の言ってることを分かったふりしないで、分からない時は分からないっていうと、意外と会話が広がったりした

ので、分からない時ははっきり分からないって言った方が良いなと思った。 

オンライン留学全般の満足度

（1 不満～5 大変満足）

現地学生との交流や文化面での

刺激の有無 

教科書購入の必要/金額 

渡航困難な状況下において、オ

ンライン留学をする意義はあると

感じるか

その理由 

後輩へアドバイス 



学習成果レポートⅡ（帰国後報告） 2022 年度 2 期発 

基本情報 

学習面 

生活面 

オンライン留学（日本に滞在し、海外の授業をオンラインで受けた学生のみ回答）

留学先大学 韓国・国民大学校 

留学制度 TESSⅡ 留学期間 1 年 学科 世界共生 

留学形態 実際に渡航しての留学（現地でのオンライン授業を含む） 

履修コース 主に学部を履修（+語学科目を一部履修する場合も含む） 

授業理解度 問題なく理解できた 

学習成果 

・英語がさらにスッと頭に入ってくるようになったため日本語で考えることは少なくなり、英語で考えられるように

なった。 

・英語で話す時にもすぐに英語が出てくるようになった。

・ネイティブの韓国語もほとんど聞き取れるようになった。

目標達成度 達成できた 

努力したこと、効果があった勉強

方法、反省している点など 

・Ipad を使ってメモを取ったり、書き込んだりして効率的に勉強した。(勉強する内容が多いため、いかに効率

的に勉強できるかを重視した。) 

・授業で習ったことの中でわからないことがあれば、すぐに調べるようにしていたことに加え、習ったその日のうちに

復習するようにしていた。 

友人関係や生活の満足度 満足 

その理由 
・現地の韓国の学生だけでなく、多国籍で多種多様な学生とも交流することができたため。

→世界中に新しい友人ができたことで、自身の価値観や性格にも変化があり、また視野がさらに広がった。

中間報告からの変化 

・ルームメイトとも常に良好な関係が築けるように、少しでもトラブルを招きかねないことが発生した際には全員

で話し合いながら解決することができた。 

→特にルームメイトたちとは半年または１年、毎日一緒に生活をしてきたため、一生の親友になれた。

・特に 2 学期目は生活にもすっかり慣れて、自分の時間やプラス α の勉強にも時間が使えたため、毎日がよ

り充実していた。 

良かった点、特に配慮した点、反

省した点など 

上記にも書いたように、問題発生時には全員で話し合うようにしたり、部屋内でのルールを決めたりしていたこ

とが良かったと思う。 

オンライン留学全般の満足度

（1 不満～5 大変満足）

現地学生との交流や文化面での

刺激の有無 

教科書購入の必要/金額 

渡航困難な状況下において、オ

ンライン留学をする意義はあると

感じるか

その理由 

後輩へアドバイス 




